
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山梨県・やまなし県民文化祭実行委員会 主催 ／ やまなし県民文化祭 文学部門 参加促進事業 

(フリガナ)                                  ＜小説ワークショップ申込票＞ 

①代表者氏名                          

 ②参加者数   計[     ]名    内訳（ 高校生以下 [    ] 名 ､ 一般 [    ] 名 ） 

 ③連絡先住所  〒  

 ④電話番号                    ⑤ＦＡＸ番号 

⑥課題（『羅生門』続編）の提出予定     あり  ・  なし  （いずれか○） 

―――――――――――――― キリトリ線（郵送の場合） FAX は切り取らずにお送りください ――――――――――――

――  

＜お申し込み先＞ 山梨県生涯学習文化課 小説ワークショップ係 

 〒400-8501 甲府市丸の内 1-6-1  FAX：055-223-132０ メール：shougai-gk@pref.yamanashi.lg.jp 
※行き違い等を避けるため、郵送・FAX・メールでお申し込みください。ご理解ご協力のほどお願い致します。 
※参加決定者には、参加決定通知をお送りします。 
＜お問い合せ先＞ 山梨県生涯学習文化課 TEL：05５－２２３－１７９７ 

小
説
ワ
ー
ク
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ョ
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誰でも知っている作品の優れている点、傾向を分析 

優れた文章の共通点を見つけて、ヒントにする 

例文をもとに、改善を要する箇所や自分ならどう書き直すか等をまとめて 

グループディスカッション、それぞれの 

第１部 講義 13:00～ 

山梨県・やまなし県民文化祭実行委員会 主催 ／ やまなし県民文化祭 文学部門 参加促進事業 

第２部 ワークショップ 15:00頃～ 

 

＜ 講 師 ＞ 

鬼丸 智彦（おにまるともひこ）南アルプス市在住、東北大学卒、山梨県庁勤務を経て現在山梨文芸協会会長。県民文化祭文学部門審査

員。『桑の村』で第九回やまなし文学賞、『富士川』で第七回坊っちゃん文学賞受賞。『京都時習堂』『城将』『甲斐源氏姫物語』他著書多数。 

石川 博（いしかわひろし） 甲府市出身、在住。大学講師、高校教諭、小学校校長などを務める。山梨郷土研究会常任理事、県民文化

祭文学部門審査員。編著書に『南総里見八犬伝』（角川文庫）、『昭和写真大全 甲府』（郷土出版社）、『山梨県史』（共著）等がある。 

○ よい小説とは 
○ 文章の書き方の基礎 

開催日 ：平成28 年11 月23 日（水・祝） 

場  所 ：県生涯学習推進センター 交流室 A 
（甲府市丸の内 1-6-1/県庁防災新館１階） 

課 題 ：①『羅生門』（芥川龍之介）を事前に読み、当日持参 ＜必須＞  

○『羅生門』の続編を書こう！ 
○『羅生門』の感想を語ろう！ 

②『羅生門』の続編（400～600 字）提出 ＜必須ではありません＞  
   ※ 原稿は、下記申し込み先まで郵送またはメールでご提出下さい（11/16（水）必着） 

※必ず事前に指定図書を読み、当日持参して下さい 

※ 続編の執筆・提出は必須ではありません。郵送またはメールで提出。〆切 11/16（水）必着。 

参加無料 
定員３０名 

どなたでもご参加 
いただけます 

※16:30 頃終了予定です 


